
氏名 小林　丈広

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

・史学講読

【学内活動】
（学内職歴を含む）

全国高校生歴史フォーラム審査委員など

専門分野

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

学生らともに大船渡の行政文書修復作業・津風呂区文書整理作業・京阪奈史料調査会史料
調査に参加

日本史研究会編集委員、仁和寺歴史的建造物保存調査委員、京都市中央斎場のあり方検討
委員会委員

金沢大学大学院修士課程修了

文学修士

日本近世史・近現代史、都市史、社会史、地域史、史料保存学

最終学歴

【研究上の特記事項】

科学研究費補助金基盤研究（A）「明治維新の総括的研究」の研究分担者
科学研究費補助金基盤研究（C）「近代日本における都市制度形成過程の総合的研究」の
研究代表者
奈良大学研究助成「南都仏教と真言宗の近代に関する予備的研究」の研究代表者

平　成　24　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

静岡県近代史研究会、日本史研究会、明治維新史学会

都市史、地方行政史、幕末維新史、史学史など

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・日本史学特殊講義
・日本史学演習

授業科目

学部担当科目

・日本史概論
・日本史史料実習
・日本史講読
・日本史演習



単著

単著

単著

2012年4月29日
東京歴史科学研究会
大会

日本史研究会大会近
世史部会関連報告

2012年10月14日

愛知県陶磁資料館連
続講座

2013年1月27日

吉越昭久・片平博文
編『京都の歴史災
害』思文閣出版

人民の歴史学第193号

日本史研究第606号

2012年8月

2012年9月

2013年2月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の

名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

①「迷子しるべ石」をめぐっ
て

②仁風の思想―近世中後期京
都の救済と町

②

③

④

⑤

④

③幕末維新期京都における都
市振興策と公共性―近世都市
経営論の可能性―

（学会発表）

⑤

①商工業都市京都の近代

③

（その他）

②

⑤

④

②幕末維新期京都における都
市振興策と公共性―近世都市
経営論の可能性―

⑤

①仁風の思想―近世中後期京
都の救済と町―

③

④


